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平成 31年度 橋本市下水道事業会計予算 

（総則） 

第１条 平成 31 年度橋本市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）接 続 戸 数              10,213 戸 

（２）年 間 排 水 量             3,694,480 ㎥ 

（３）一 日 平 均 排 水 量                 10,121 ㎥ 

（４）主要な建設改良事業         

管渠整備事業        255,632 千円 

流域下水道整備事業      95,477 千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収 入 

第１款  下 水 道 事 業 収 益        1,747,446 千円 

 第１項  営 業 収 益          611,453 千円 

 第２項  営 業 外 収 益         1,115,867 千円 

 第３項  特 別 利 益            20,126 千円 

支 出 

第１款  下 水 道 事 業 費 用        1,752,520 千円 

第１項  営 業 費 用         1,536,789 千円 

 第２項  営 業 外 費 用          193,505 千円 

 第３項  特 別 損 失           21,226 千円 

 第４項  予 備 費           1,000 千円 

（資本的収入及び支出） 

第 4 条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的

支出額に対し不足する額 409,342 千円は資本的収支調整額 18,286 千円及び当年度分損益勘

定留保資金 391,056 千円で補填するものとする。） 

収 入 

 第１款  資 本 的 収 入         749,518 千円 

  第１項  国 庫 支 出 金           63,950 千円 

  第２項  負 担 金           14,500 千円 

  第３項  他 会 計 補 助 金            120 千円 

  第４項  他 会 計 出 資 金          123,247 千円 
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  第５項  企 業 債          543,700 千円 

  第６項  基 金             1 千円 

  第７項  その他資本的収入           4,000 千円 

支 出 

 第１款  資 本 的 支 出        1,158,860 千円 

  第１項  建 設 改 良 費          374,977 千円 

  第２項  企 業 債 償 還 金          781,158 千円 

  第３項  基 金 積 立 金           1,725 千円 

  第４項  予 備 費           1,000 千円 

（特例的収入及び支出） 

第４条の２ 地方公営企業法施行令第 4 条第 4 項の規定により、当該事業年度に属する債

権及び債務として整理する未収金及び未払金の金額は、それぞれ 48,774 千円及び 34,252

千円とする。 

（債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間、限度額は、次のとおりと定める。 

事 項 期 間 限 度 額 

土木積算システム保守委託

料 
平成 32 年度～平成 34 年度 1,056 千円 

公営企業会計システム保守

委託料 
平成 32 年度～平成 33 年度 1,060 千円 

排水設備工事に係る利子補

給 
平成 31 年度～平成 35 年度 

当該利子補給対象融資額に

対する３％相当額利息 

（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起債の目的 限度額 
起債の 

方法 
利率 償還の方法 

下水道事業 543,700 千円 

証書借入 

又は 

証券発行 

5.0%以内 

ただし、利率見直

し方式で借入れる

場合、利率の見直

しを行った後にお

いては当該見直し

後の利率。 

借入先の融通条件によ

る。 

ただし、据置き期間及

び償還期間を短縮し、

もしくは繰上償還又は

低利に借換えすること

ができる。 

（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、800,000 千円と定める。 
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（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１） 第１款下水道事業費用のうち、第１項営業費用、第２項営業外費用、第３項特

別損失に係る項間の流用 

 （２） 第１款資本的支出のうち、第１項建設改良費、第２項企業債償還金、第３項基

金積立金に係る項間の流用 

（議会の議決を得なければ流用することができない経費） 

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を得なければならな

い。 

 （１） 職 員 給 与 費          115,462 千円 

（他会計からの補助金） 

第１０条 公共下水道事業に助成するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、

543,950 千円である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年 2 月 25 日 提出 

橋本市長   平木 哲朗   




